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1. はじめに

• もともと子どものネット長時間利用による健康被
害について調査する計画

• 3月から突然の休校、学校を通じた調査は難しい
と思われたが、同時に、オンライン教育に対する
注目高まる

• 小学生の保護者を対象としたweb調査を実施

• その結果、休校期間中のネット利用の進展や、長
時間使用による疲労度増大を検出

• しかし分析していない項目 → 社会学的属性から
みる特徴
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2. 緊急保護者調査について

• 調査期間は2020年5月1日～7日、対象者は全国
の小学生の保護者1,300名、実施は楽天インサイ
ト株式会社に依頼

• 休校期間は地域によって異なるため「4月20日～
25日」と期間を指定し、この間の子どもの様子
を回想して答えてもらった

• 小学生の子どもが複数いる場合には、年齢が下の
子どもについて回答を求めた

• 「できればお子さんと一緒に答えてください」と
求めたが、あくまで保護者からの回答
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2-1. 「速報」での特徴的な結果

• ① 休校中に35％の家庭で新たなネット機器

• ② 日中は保護者など大人と過ごしている小学生
が7割、家族との会話が「増えた」は6割

• ③ 学校でオンライン指導が開始されたのは1割だ
が、55％が何らかのオンライン学習

• ④ オンライン学習が高い疲労を起こしている可
能性（とくに、低学年での長時間では疲労度大）

• ⑤ 保護者は「学習のためのメディア接触」をメ
ディア接触の増加とらえる意識が薄い
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2-2. 子どもの日中の様子
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（n=1300）

Q4．休校期間中、お子さんは日中、主に次のどのような
状態で過ごしているでしょうか。一番当てはまるもの一
つを選んでください。



2-3. 目的別メディア利用時間
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なし 1時間未満 1時間以上2時間未満 2時間以上3時間未満 3時間以上4時間未満 4時間以上

Q8．お子さんは次の目的で、一日あたりどのぐらいの時
間メディアを利用していますか。それぞれ一つを選んで
ください。



2-4. 困っていること・心配なこと
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Q13．休校となって特に困っていることや心配なことは
何でしょうか。当てはまるものを全て選んでください。
（いくつでも）

（n=1300）



2-5. 特徴的メディア接触と疲労度
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体調に関する14の質問項目の因子分析を行って２つの因
子を抽出し、質問内容から因子1を「疲労傾向」、因子2
を「不機嫌・活力低下」として、疲労度を算出



3. 社会学的属性からみるメディア利用

• 社会学的属性 → 性別、年齢（学年）、居住地等

• 詳しく尋ねているわけではないので（1）メディ
ア接触の増加、（2）オンライン学習の時間、
（3）オンライン娯楽の時間を検討してみる

• 性別に関しては、男子はゲーム、女子はSNSの利
用時間が長くなりがち、と言われているが本調査
ではコンテンツについては調べていない

• 年齢では、おそらく高学年の方が長時間利用に

• 地域による差はないと思われるが、中学入試の有
無が学習時間に影響をあたえる可能性はある
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3-1-1.メディア接触の増加（性別）
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3-1-2.メディア接触の増加（学年別）
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3-1-3. メディア接触の増加（居住地別）
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3-2-1.オンライン学習（性別）
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3-2-2.オンライン学習（学年別）
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3-2-3.オンライン学習（居住地別）**

15

86.5%

78.8%

4.7%

6.2%

7.7%

12.6%

1.1%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

それ以外（n=570）

3大都市圏（n=730）

～1H 1～2H 2～4H 4～8H



3-3-1.オンライン娯楽（性別）*
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3-3-2.オンライン娯楽（学年別）**
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3-3-3.オンライン娯楽（居住地別）
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4. 回答者の属性による影響

•今回は子どもではなく、保護者に答えても
らったので、回答者の属性による影響があ
るかもしれない

•回答者が女性（≒母親）の場合と男性（≒
父親）の場合では回答の傾向が異なるか

•自宅にいて、子どもと接していたか否かも
影響するかも
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4-1. 休校中の日中の過ごし方（回答者性別）
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4-2. 困っていること・心配なこと（回答者性別）
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4-2. 困っていること・心配なこと（回答者性別）
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4-2-1. 娯楽のための動画・ゲーム使用
時間とネット依存の心配（回答者性別）
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4-2-2. 疲労度（回答者性別）**
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5. まとめ

• 男子も女子も同様に使っているが、男子の方が長
時間使用になりがち

• 学年が上がると、メディア接触はやや有意に増え、
オンライン娯楽の時間は有意に増える

• オンライン学習は都市部の方が多くなる傾向

• 保護者が女性の場合、男性よりも「心配だ」と答
える傾向があり、その分「疲労度」も高くでる

• 使っているメディアは共通だとしても、社会の中
で使われるので属性による違いはありうる
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